
第３回小金井市子ども・子育て会議 子どもの権利部会 

 

 

              日時：令和６年７月１０日（水）午前１０時３０分～ 

              場所：前原暫定集会施設Ａ会議室 

 

 

次 第 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

 ⑴ 子どもオンブズパーソンに係る指標及び子どもの意見表明権を確保する仕組み

づくりについて 

 ⑵ その他 

 

３ 閉会 

 

 

 【配布資料】 

  ・子ども・子育て会議における「子どもオンブズパーソン」の設置後の実施状況

及び子どもの意見表明権を確保する仕組みづくりに対する意見について（資

料１） 

 

 （参考資料） 

  ・意見提案シート（参考資料１） 

 



                子ども・子育て会議における「子どもオンブズパーソン」の設置後の実施状況及び 

                子どもの意見表明権を確保する仕組みづくりに対する意見について 

 

 

１ 「子どもオンブズパーソン」の設置後の実施状況 

 ⑴ 「のびゆくこどもプラン 小金井」における参考指標（案） 

権利部会案 子ども・子育て会議における意見 

市民や子どもの認知度の向上 

大人○○％、子ども○○％ 

・子どもの権利が侵害されていると思うか 

・子どものWell-beingが向上しているか 

 ⑵ 子どもオンブズパーソン活動に関するモニタリング評価 

権利部会案 子ども・子育て会議における意見 

自己評価を原則とする。活動内容については、小金井市子どもオンブ

ズパーソン設置条例第１３条の規定に基づき、毎年度市長に報告する

とともに、活動報告会において市民に公表する。また、子ども・子育

て会議においても報告の場を設けることとする。 

・評価とは良い・悪いを判断するのではなく、どのような状況

にあるかを明らかにすることが大切 

・自己評価を行う際に、相談できる人がいても良いと思う 

 

２ 子どもの意見表明権を確保する仕組みづくりについて 

権利部会案 子ども・子育て会議における意見 

⑴ 子どもが意見をいうだけで終わるのではなく、自分の意見をもっ

て議論し、議論したことが実現までつながるような仕組みが必要。

また、合わせて議論を支援する人材の養成も大切。 

⑵ 表立って意見が言いづらい人の意見を聞くための仕組みについて

も検討していくことが必要。 

・議論の際に、子どもの意見を引き出す人、言語化できる人が

必要 

・ファシリテーターは大人でなく子ども自身がやってもいいか

もしれない 

・大人と対等な立場で議論できることが必要 

・安心で安全に意見を言える手段が一番意見を集めやすい 

・大人が子どもの権利を正しく理解することが必要 

 

資料１ 




